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1 ．は じめ に
　 か しばる　　　　　　　　　　　　　　　　 せふ り

　樫原湿原は ， 北部九州 の 脊振山地 西部の東松浦郡七山村池原の 標高 591m 地点に

位置 して い る （図 1）． この 付近 に は大小 の 湿原が点在 して い るが ， 樫原湿原 はそ

の 中で も最も保存状態が良 く ， 1976 年に県 自然環境保全地域に指定され た （佐賀県

保健環境部保全課 ， 1991 ；上 赤 ， 1995）．しか しな が ら ， これ らの湿原 につ いて は ，

成 立年代な ど不 明な点が 多 く残さ れ て い た ．筆者 らは ， 樫原湿原の成因 を明 らか に

す る と共 に，隣接す る富士 町上 無津 呂か ら出土 した埋 没樹木群 （Okuno 　et ・al ．， 2001 ；

奥野 ほか ，
2001）が 生えて い た中期完新世 の 環境変化 を知る こ と を 目的と して ， 2003

年 4 月に ボー
リン グ ・コ ア試料 を採取 した．本稿で は ， 得 られ た コ ア試料の 層序お

よび
14C

年代を報告する ．
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図 1　 樫原湿原 の 位置 図
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2 ， コ ア試料の 層序

　ボー
リング地点 は ， 北緯 33

°

24
’

44
”

，東経 130
°
9

／

38
”

で あ る （図 1）。 こ

の 周辺 の 地 質 は ， 白亜 紀 に貫入 した 深江花 崗岩か らな る （唐木田 ほか ， 1962）． コ

ア 試料 は ， 遠藤サ イエ ン ス社製の ピー
ト ・サ ン プ ラ

ー を使用 して 深度 25cm ずつ 採

取 した．

　図 2 にボ
ー

リング ・コ ア試料の 柱状図 を示す． コ ア試料は深度 100cm か ら 425　cm

まで の コ ア 長 325cm で ，全 部で 24 層に 区分で き る．深度 lllcm 〜 161　cm にか けて
，

シル トか ら中〜粗粒砂へ と徐々 に粒度は大き くな る ，深度 161cm 〜 163　cm で 砂質 シ

ル トとな り， 深度 163cm 〜 175　cm ま で 中 〜 粗粒砂 と粒度が増す．深度 175　cm 〜 231cm

まで は腐植質 シル トが続 く． この シ ル ト層の 下部 （深度 193cm 〜 231　cm ）か らは，

昆虫化石 が 比較的よ く産出する ．深度 231cm 〜 256　cm にお い て は 中〜 粗粒砂とな り，

深度 256cm 〜 266　cm まで は シル トへ と変化する 。深度 266　cm 〜 300　cm で は，再び

中〜粗粒砂 がみ られ ，深度 300cln 〜 350　cm まで シル トとな るが，深度 425　cm まで

徐 々 に粗粒化す る．

　堆積物密度お よ び炭素 ・窒 素含有量 を測定するた め，体積 7cm3 （層厚 2．2　cm ）の

キ ュ
ー

ビ ッ ク を用 い て ， 8cm また は 9cm 間隔で 計 39 点採取 した ．ま た ，
14C

年代測

定 の ための 試料 と して ，深度 222cm と 442clnの 2 層準か ら泥炭質堆積物を採取 した ．

3 ．堆積物密度 および炭素 ・窒素含有量

　採取 した試料の 湿潤重量 を計量 した後 ， 定温乾燥器 中で 60℃
，
48 時間以上 乾燥さ

せ て 乾燥重 量 を測定 して 堆積 物密度 を算出 した 、乾燥 さ せ た 試 料を メノ ウ乳 鉢で 粉

砕 し ， 福岡大学理 学部 の 元 素分析装置 CN コ
ー ダー （ヤ ナコ 分析 工 業，　 MT −700） を

用 い て ， 炭素含有量 （C％） ・窒素含有量 （N ％） を測定 した ．

　堆積物 密度 ， C％お よび CIN 比 を 図 3 に示 す．堆積物密度 と C％ は ， 逆送 関を示 し

て い る．層相か ら判断す る と ， C ％の 変動 は周 囲か らの 砂粒 の 流入量 によ っ て 決 まる

もの と考 え られ る．C！N 比か ら有機物の起源を推定す る こ とがで きる （例え ば， 中

井 ほか， 1982） ．深度 4m か ら 2m まで徐々 に減少 して お り，
こ の 間 ， 試料採取地

点 で は湿原か ら池 沼的な環境 に移行 した こ とを示唆す る ．深度 2m 以浅で は，　 C／N

比が 増加す る こ とか ら，高等植物起源 の 影響が強 くな っ た と考 え られ る ．すなわ ち，

こ の 地点で は こ の 層準か ら現在 の よ うな湿原環境 に な っ た と推定され る ．

4 ．
14C

年代

　
14C

年代の 灘定 には ， 名古屋大学に設t されて い る HVEE 社製 の タンデ トロ ン 加速

器 質量分 析計 （Nakamura 　et　at ．
，
2000） を用 い た ． 2層準の 泥炭質堆積物か らピ ンセ

ッ トを用い て 植 物細片 を 取 り出 し
， 植物細片 とそ の 残 りの 泥炭質堆積物 につ い て

三

℃

年代を測定 した ．得られ た 植物片は ，針状 ・繊維状の も の が多く含 まれ て い る ．ま

た ， 泥 炭質堆積物に は ， よ り細か な 植物片が 残 っ て い る．す べ て の 試料 は ， 酸
一

ア

一158一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　University

深度 （m ）
1

2

3

4

　　　　層相

暗褐色植物片 ま じ りシル ト層

灰 褐色植物片まじ りシル ト層

灰 褐色 砂質 シ ル ト層

灰褐色細粒砂層
灰 褐色中

〜
粗粒砂 層

黄褐色中〜粗粒砂層

黄褐色砂質 シル ト層

黄褐＆中
t一

粗粒砂 層

褐 色 木片 ま じ り腐 植質 シ ル ト層

暗 褐 色 泥 炭 層

暗 褐色植物片まじ りシル ト層

黄褐色植物片まじ りシ ル ト層

黄褐色 シル ト層

黄褐色中〜粗粒砂層

黄 褐 色 シル トま じ り中 〜 粗 粒 砂層

黄褐 色 シル ト層

暗 灰 褐色植 物 片 ま じ り腐 植 質 シル ト層

暗灰 褐色中〜粗粒砂層

暗灰褐色砂まじ り腐植質 シ ル ト層

暗 灰 褐色腐植質 シル ト層

暗灰褐色 シル ト層

暗 灰 褐色 レキ お よ び植物片 ま じ り砂質 シ ル ト層

黒褐色 シ ル トお よ び レキ ま じ り細粒砂 層

黒灰色 シル トま じ り細粒砂 層

図 2　 ボー
リン グ ・ コ ア試料の 柱状図
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ル カ リ
ー

酸 （AAA ）処 理 を施 し， 酸化銅 と共 にバイ コ
ー

ル管に真空封入 して 約 2 時

間 850 ℃ に加 熱 した．生 じた気体を真空 ライ ン中で 精製 して 二 酸化炭素 （CO2 ）を得

て ， Kitagawa　et　at．（1993） の 水素還元法 によ りグ ラ フ ァ イ ト ・タ
ーゲッ トを作製 し

た 、
14C

濃度の 標準体は，　 NIST 蓚酸 Hoxllを用 い た．

　表 1およ び図 4 に測定結果 を示 す．得 られ た 4 点 の
14C

年代は 300 〜 855　BP で あ り，

同層準 の 植物 片 に比 べ て ， 泥 炭質堆積物の 全有機態炭 素の 方 が系統 的 に右 い 年 代を

示す ．
一

般に ，堆積物中の 有機態炭素の
一部は ， 周辺 の地 層 に含 まれて い た有 機物

を起源 とする 可能性が ある ．地層に含 まれ る有機物は ， そ の 場所の 生物活 動で 生産

され た 有機物に 比較 して 古い た め ， 堆積物中の 有機態炭素は ， 実際の 堆積年 代よ り

も古 い値 を示 す可能 性が ある ．一方，湿原植物 は根を深 く伸ばすの で ， 植物 片 は実

深度　　 柱状図

（m ）

1

2

3

4

堆積物密度 （9／cm3）　　　　　 C （％）

0．20 ．60 ．81 ．0 　02468

　 　 CfN

14　　 18　　 20

図 3　樫原湿原の ボー リング ・コ ア試料の 堆積物密度，炭素含有量 ， C／N 比

　　　　堆積物密度 と炭 素含有量 （C％）は ， 逆相関 を示 す．深度 2m 以浅

　　　の C／N 比は ， 高等植物起源の有機物の 影響が強 くな っ た こ とを示す．
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表 1　樫原湿原の ボー
リング ・コ ア試料の

14C
年代

深度 　 試 料の 種類

（cm ）

δi℃

（％）

14C 年代

　（BP ）

測定番号

（NUTA2 −）

222　 植物 細片　　　　 一29．2

222　 泥炭 質堆積物　　 一28．5

442　 植物細片　　　　 一23．2

442　 泥炭質堆積物　　 一26．8

300±30

440±30

720±25

855±30

5777577856235779

0

100

　 　 200
　

繧
e

爨　300

400

500
　 0

申 植物細片

噸 泥炭質堆積物の全有機態炭素

匪

廟 ゆ

廟 ゆ

200 400 600

14C 年代 （BP）

図 4　樫原湿原の ボー リン グ ・ コ ア試料 の
14C

年代

800 1000

　同層準 の 植物細片は ， 泥炭質堆積物の全有機態炭素に比

べ て ，系統的 に若 い 年代を示す．
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際の 堆積年代よ りも若い 年代を与え る可能性があ る．深度 と
t4C

年代 の 関係を地表面

へ 外挿す る と ， 泥 炭質堆積物 の 全有機態炭素の 方が原点 を通 る （図 4 ）．

5 ．おわ りに

　今回得 られ た 年代は ， 予想よ りも若い 値 を示 した た め ， 当初 目的 と して い た 中期

完新世の 環境変遷史を明 らか にす る こ とはで きなか っ た．泥炭質堆積物 の 全有機態

炭素の
14C

年代値を採用 し ，
　 Stuiver　et　at．（1998）の デー

タセ ッ トを用い る と ， 深度 442

cm で 約 800 　cal 　 BP の 暦年代となる ．すな わ ち ， こ の コ ア試料は ， 中世以降の 環境変

化を鋭敏に記録 して い る 可能性が ある． この 時代で は ， 入間活動に よ る影響 を受け

て い る と考え られ ， さ ら に は ， 樫原湿原の 成因が人為で ある とい う可能性 も出て き

た ． こ れ らの こ とをふ ま えて ， 現在 ， 植物遺体 ， 昆虫お よ び珪藻化石の 分析 を進め

て い る とこ ろで ある． これ らにつ い て は稿を改めて 報告する 予定で あ る．
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i4cages
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           7) Fomierly Ftiji Town  Office

                                 Abstract

       The  Kashibaru Marsh is located on  Sefuri Mountains in northern  Kyushu,  Japan. In

order  to reveal  the  origin  of  the marsh,  we  collected  the cored  samples  from 1oo cm  to 425

cm  below surface,  using  peat sampler.  This paper presents here results  of  
i`C

 dating, deposit

density and  cafoon  and  nitrogen  contents  of  the drilling core.  We  picked up  the peaty deposit

from two  horizons (222 cm  and  442 cm  below surface), and  then separated  two  fractions (i.e.

plant residge  and  total organic  carbon).  Tota11y we  obtained  four i4C  ages,  and  recognized

systematic  gap between two  fractions. The calibrated  age  at 442 cm  below surface  is about

8oo cal BP  (cal AD  1150). This age  shows  that the  marsh  is probably caused  by human

actlvlty.
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